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感
謝
百
万
遍
陀
羅
尼

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

　
　
　
・ア
ル
バ
ム

日
蓮
宗
の
戒
壇
、

　

そ
の
現
代
的
意
義
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2019年（令和元年）

12月号

・身延大会開催御礼（1面）
・誓いの言葉（1面）
・全国聖徒団結集身延大会特集（2・3面）
・団旗観閲式（4面）
・脳トレ「クロスワード」（5面）
・全国のよろこびちゃん（5面）
・身延大会 参加聖徒団 集合写真（6面）

今
月
の
内
容

聖徒のための情報誌
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九段事務所
電話 03-6272-9340
FAX 03-6272-9341
ホームページ
www.yorokobi-reidanshikai.jp会　長　大塩孝信

編集人　吉田憲由
購読料 1部 100円（税別）
毎月１回1日発行

発行所
日蓮宗全国霊断師会連合会

第
五
十
四
回　

全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会
を
終
え
て

　
　

高
根
沢
妙
福
寺
聖
徒
団
副
団
長

栃
木
県
霊
断
師
会
会
長
・
連
合
会
教
化
委
員
長　

大
森
映
孝

　

十
月
二
十
三
日
（
水
）・
二
十
四
日
（
木
）
の
両
日
に
か
け
て
日

蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会
第
五
十
四
回
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会
が

全
国
よ
り
六
十
四
聖
徒
団
、
総
勢
三
三
三
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
十
二
通
り
の
日
程
で
霊
断
を
行
っ
た
結
果
、

平
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
多
数
の
聖
徒
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
祖
廟
で
の
開
会
宣
言
に

始
ま
り
祖
廟
の
参
拝
・
三
門
で
の
唱
題
修
行
、
翌
日
の
大
本
堂
で
の

団
旗
観
閲
・
奉
告
式
そ
し
て
閉
会
宣
言
ま
で
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
大
会
を
締
め
く
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
ご
参
加
頂
い
た
聖
徒
団
団
長
上
人
、
聖
徒
の
皆
様
、

身
延
山
当
局
、
身
延
山
観
光
協
会
、
身
延
山
商
店
会
、
身
延
竹
炭
組

合
、
身
延
山
病
院
、
山
内
宿
坊
、
旅
館
関

係
各
位
、
斎
木
煙
火
本
店
等
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
の
お
陰
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
大
会
開
催
前
に
発
生
し
た
台

風
十
五
号
・
十
九
号
に
よ
り
各
地
で
大
き

な
被
害
を
受
け
、
被
災
地
で
は
ま
だ
多
く

の
人
々
が
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
苦
し
ま
れ
て
い
る
中
で
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
中
に
は
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
聖

地
身
延
山
で
皆
様
と
共
に
祈
り
を
込
め
て

お
唱
え
し
た
お
題
目
が
被
災
さ
れ
た
方
々

を
援
助
す
る
小
さ
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
被
災
各
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
、

そ
し
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
不
安
解
消
・

心
身
の
健
康
、
一
日
も
早
く
安
穏
な
生
活

の
再
建
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

誓いの言葉
千葉県正蓮寺聖徒　秋庭弘道さん

三門行事（纏奉納・唱題行）

 

誓
い
の
言
葉 　
奉
仕
団
一
同
を
代
表
し
て
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、 

私
達
檀
信
徒
は
異
体
同
心
の
教
え
を
守
り
強
い
団
結
を
も
っ
て
お
寺
の
繁
栄
と
ご
住
職
の
護
法
活
動
に
お
手

伝
い
を
致
し
ま
す
。

一
、 

法
華
経
の
正
し
い
信
仰
者
と
し
て
の
誇
と
責
任
と
を
自
覚
し
自
他
と
も
に
最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

一
、 

仏
祖
の
教
え
に
従
い
先
祖
の
深
い
恵
み
を
感
謝
し
給
仕
の
誠
を
捧
げ
て
仏
事
を
怠
ら
ず
営
み
ま
す
。

一
、 

信
仰
生
活
を
身
を
も
っ
て
子
孫
に
示
し
末
代
ま
で
も
正
し
い
信
仰
が
続
く
よ
う
勤
め
ま
す
。

一
、 

輪
番
ご
給
仕
の
感
激
と
悦
び
を
日
常
生
活
の
上
に
活
か
し
社
会
の
浄
化
に
協
力
し
ま
す
。

 

令
和
元
年
十
月
二
十
四
日　

祖
廟
輪
番
奉
仕
団
代
表　

千
葉
県
正
蓮
寺
聖
徒　

秋
庭
弘
道

第
五
十
四
回　

全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会

六
十
四
聖
徒
団 

身
延
山
に
集
う
‼

六
十
四
聖
徒
団 

身
延
山
に
集
う
‼
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